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４ 論文の概要 
 本論文は，近代日本語において，漢語が増大し，現代に向けて定着し淘汰されていく際に，表
記や語法にどのような多様性と変化があったのかを，大規模コーパスに基づく計量的方法によっ
て，明らかにしようとしたものである。 
 第 1章では，近代において漢語が量的に増大し，表記・語法の面で質的に変容しているとする
先行研究を受け，また，近年，近代日本語についての大規模コーパスが整備されてきている状況
を踏まえ，近代から現代にかけて，漢語がどのように定着し淘汰されていったのかを，表記と語
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法の変化に焦点を当てて，大規模データに基づく統計的方法によって研究する，という目的を設
定している。 
第２章では，近代語および現代語の大規模コーパスを用い，漢語の網羅的な抽出と各種統計指
標に基づく層化（レベル分け）を試み，層別された漢語の特徴として，次のことを述べている。
まず，近代語コーパスと現代語コーパスのいずれかで用いられた全漢語約 5 万のうち，45%は，両
時代に共通して用いられる共通漢語であり，近代の漢語の半数程度，現代の漢語の 1/4程度が，
時代専用語であり，漢語語彙は，近代から現代にかけて，半数程度が入れ替わったことを明らか
にしている。次に，共通漢語のうち，使用頻度の変化が見られないものが 42%，減少しているも
のが 31%，増加しているものが 27%あり，近代で低頻度のものは現代語でも低頻度であり，高頻度
のものは頻度を高めて定着する傾向にあるとする。また，消失，減少した漢語のうち，近代で既
に衰退傾向が明らかなものは，概念の定着と共に，類義語が整理・集約された結果であるとする。
また，近代で多用され，現代では衰退している漢語の中には，漢文脈の流れを汲むものがあり，
これらは現代語において文語的な語と認識されて使用が減少している可能性があるという。さら
に，現代において減少する漢語には，政治的・社会的な抽象概念を示すものが多く含まれており，
逆に，増加する語には，サ変動詞として用いられる漢語が多く含まれるという。 
 第３章では，近現代の共通漢語における，同語異表記の実態とその変化を明らかにするために，
高頻度の約 2,000語を選定し，漢字表記の網羅的調査を行い，以下のことを明らかにしている。
第一に，近代は現代よりも多くの表記バリエーションが存在し，字体関連性の薄い異表記が多く
あったが，現代にかけてこれが減少するという。第二に，近代・現代それぞれの時期における優
勢な表記に，全体の約 15％の語において交代が起きており，ある語の表記が一つに定まる傾向が，
近代から現代にかけて大幅に増加しているとする。第三に，それらの現象は，言語使用の合理性
が要求された結果と考えられるとする。 
第４章では，漢語の動詞・形容詞・副詞の 3用法について，それぞれが消失・衰退，あるいは，
出現・増加する背景について考察し，次のことを導き出した。はじめに，近現代の共通漢語にお
いては，品詞用法の有無や用法比率に，近代と現代とで差異のあるものが少なからずあり，各語
の品詞性に変化が生じていることを示した。動詞用法，形容詞用法においては，近代で有してい
たその用法を，現代で失うという大きな流れが見られた。そのうち，形容詞用法においては，そ
の用法を失う語が多い反面，用法が残った語に関しては，確固たる形容詞性を得た上で定着する
という変化の二極性が見られた。さらに，副詞用法に関しては，用法を拡張していく方向性が観
察された。こうした品詞性変化の要因を，語ごとの用例の精査を踏まえて検討した結果，①意味
の変化によるもの，②語の定着をめぐる勢力争いの中で特定の連語表現など一部の用法のみが残
存するもの，③漢文訓読に源流を持つ漢語の語法や文語文体特有の表現が衰退するもの，といっ
た 3つ類型に分けることができた。そして，近代におけるこのような変化には，語そのものの勢
力の衰退・興隆が影響を与えている場合が多いこともわかった。 
 終章では，第 2章から第 4章までで把握した変化事象の背景を論じ，近代漢語に見られた「多
様性の収束」は，言語の自律的な効率化作用，すなわち「言語の経済性」と密接に関わっている
と主張する。さらに，語彙をめぐる言語変化を，Ⅰ受容期，Ⅱ混沌期，Ⅲ定着期，Ⅳ安定期に分
けて，その過程を整理することで，論文を結んでいる。  
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５ 論文の特質 
 本論文の特質は，まず，従来の近代日本語研究では明らかになっていなかった，いくつかの重
要な事実を明らかにしたことである。例えば，第２章における，近代と現代とでは，漢語の約半
数が入れ替わっているという指摘は，近代から現代にかけて漢語語彙の変化がいかに大きなもの
であったかを，強く印象づけるものであるし，第３章・第４章で，漢語の表記や品詞性が変化す
る現象の背景に，変化を見せる語自体の定着や淘汰の流れがあるという指摘は，語の形や機能が，
語の存亡や消長と密接に関連していることを明証するもので，新しい知見である。 
 本論文はまた，大規模コーパスに基づく計量的研究を方法としている点でも大きな特質を有す
る。現代日本語研究においては，コーパスを活用した本格的な研究が数多く行われているが，日
本語史研究においては，これまで，コーパスの整備が不十分であったこともあり，コーパスに基
づく本格的な研究は行われていなかった。本研究は，近代語のコーパスと現代語のコーパスの全
語彙を比較対照したり，近代語のコーパスの中での表記や品詞の変異の詳細を丁寧に洗い出した
りと，コーパスを使った日本語史研究として，きわめて大がかりで緻密なものとなっており，こ
の点で，未だ類のない研究と見ることができる。特に，全語彙の層化（レベル分け）を行って，
近代と現代の語彙のレベルを比較対照することで，語彙を類型化し，語彙変化の大きな流れを見
出したり，比率の変動をもとに，個々の語の存在・形・機能の細部を明確にとらえ，その変容の
さまを浮かび上がらせたりしているところは，特筆すべきである。 
 さらに，研究の結論として，語彙をめぐる言語変化過程を一般化することを試み，そのメカニ
ズムを４段階にまとめているところも意欲的である。そして，コーパス分析の結果得られた豊富
な語誌情報を，資料編として全面的に公開し，後に続く研究に資する形で整備し，学界に共通の
財産として提供しているところも，本研究の特色である。 
 
６ 論文の評価 
 まず，近代語研究における重要な事実の解明は，日本語学の研究史に新知見を加えるものであ
り，それを説得力の高い根拠によって証明したところが，高く評価できる。その根拠は，大規模
なコーパスを駆使し，展望のきく緻密な分析を通して得られたものであり，日本語史研究にコー
パス言語学の方法を全面的に導入した論文として，きわめて意義の大きい研究になっている。そ
のようにして解明した歴史的事実の背景に働く，言語変化の大きな流れを見出そうとしている意
欲も注目に値するが，その因果関係は，かならずしも十分に論証されていないところも残されて
いる。しかし，それは，現状のコーパスでは資料が不足していることによるものであり，論者の
責ではないとも言え，本論文が契機となって，この方面の研究が活性化することが見込まれる。
また，終章の「課題」に記しているごとく，個々の語についてのさらなる用例分析が望まれる議
論も多く，著者にはこの方面に研究を展開させていくことが期待される。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，国際日本学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもので
あり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したの
で，博士（国際日本学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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